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(54)【発明の名称】 平面表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  駆動回路を内蔵したアクティブマトリクス型
液晶表示装置において、書き込み時間の差による最終段
側の表示画素での残留電荷の発生を防止し、表示ムラを
なくして、良好な表示品位を得る。
【解決手段】  一水平走査期間の開始とともに、１段目
の信号線から最終段目の信号線まで映像信号を順次書き
込み、最終段目の信号線への書き込みが終了して、水平
のブランキング期間に入ったときに、ｎラインの走査線
にゲート信号を出力するようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  互いに交差する複数の走査線及び複数の
信号線の交点近傍にスイッチ素子を介して接続された画
素電極を含む第１基板、前記画素電極と電気的に導通す
る共通電極を含む第２基板及びこれら基板間に介在され
た光変調層を含む表示パネルと、一水平走査期間内に前
記複数の信号線に順次映像信号を出力する信号線駆動回
路と、一水平走査期間毎に前記走査線に前記スイッチ素
子をオンするための走査信号を出力する走査線駆動回路
とを備えた平面表示装置の駆動方法において、
一水平走査期間内に、前記複数の信号線に順次映像信号
を出力した後に、所定の走査線に走査信号を出力するこ
とを特徴とする平面表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、平面表示装置の
駆動方法に関し、詳しくは、アクティブマトリクス型液
晶表示装置の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置に代表される平面表示装置
は、軽量、薄型、低消費電力の特性を活かして各種分野
で利用されている。とくに、光変調層として液晶層が用
いられた液晶表示装置は、ＯＡ機器、テレビ、電子手帳
などの表示装置として幅広く使用されている。中でも、
各画素毎にスイッチング素子としてＴＦＴ（薄膜トラン
ジスタ）を用いたアクティブマトリクス型液晶表示装置
は、隣接画素間でのクロストークがなく、高精細化に適
していることから、ディスプレイ画面の高画質化、大型
化、カラー画像化を実現するものとして注目されてい
る。
【０００３】このような液晶表示装置のうち、液晶パネ
ルを構成する素子としてｐ－Ｓｉ（ポリシリコン）ＴＦ
Ｔを用いたものは、表示画素の画素電極が形成される透
明基板上に駆動回路を集積化することができるため、狭
額縁化、薄型化、小型化などに有利とされている。
【０００４】ここで、透明基板上に形成される駆動回路
とは、映像信号を各表示画素に接続するＴＦＴに順次供
給する信号線駆動回路と、ＴＦＴのゲートをオンするた
めのゲート信号（走査信号）を１水平ライン（列）ごと
に順次供給する走査線駆動回路である。走査線駆動回路
により所定の水平ライン上のＴＦＴにゲート信号が印加
されることで、ＴＦＴのドレイン～ソース間が導通し、
この間に信号線駆動回路から供給される映像信号が前記
所定の水平ラインに接続する表示画素に書き込まれる。
この動作が、各水平ラインごとに順次行われることによ
り、全ての表示画素に所定の映像信号が書き込まれ、画
像が表示される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】図３は、前記従来の駆
動回路から供給されるゲート信号と映像信号の出力波形
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図である。ここでは、一列毎に交互に黒表示（９Ｖ）と
中間調表示（７Ｖ）を行うものとし、映像信号の極性は
ｎラインが正極性、ｎ＋１ラインが負極性となるような
Ｈライン反転駆動を例に説明する。また、一点鎖線はｎ
ラインとｎ＋１ラインの時系列的なつながりを示し、Ｃ
期間は水平ブランキング期間を示している。
【０００６】図３において、ｎラインの走査線が選択さ
れている期間では、１段（行）目の信号線から最終段の
信号線まで正極性の映像信号が順次書き込まれ、ｎ＋１
ラインの走査線が選択されている期間では、同じく１段
目の信号線から最終段目の信号線まで負極性の映像信号
が順次書き込まれる。ここで、ゲート信号によりＴＦＴ
のゲートがオンしてから実際に各信号線での書き込みが
開始されるまで期間（Ａ期間）と、映像信号の書き込み
期間（Ｂ期間）とを見てみると、映像信号の書き込みが
１段目から最終段の信号線に近づくにつれて、Ａ期間と
Ｂ期間のアスペクト比（Ｂ／Ａ）は次第に小さくなり、
１段目の書き込み期間よりも最終段の書き込み期間の方
が短くなる。このため、映像信号の書き込みが最終段側
の信号線へ進むにつれて、Ｂ期間では十分に応答できな
い表示画素が現れ、残留電荷が発生することがある。こ
のような表示画素には余分な電荷が保存されるため、そ
うでない画素と比べて印加される電圧が変化し、表示に
ムラを生じることになる。図４は、画面を４分割駆動し
た場合の概略構成図であり、各部の符号は後述する図２
に準じている。図４では、４分割された画面上の各エリ
アにおいて、矢印方向に映像信号の書き込みが行われ
る。各エリアの最終段側の信号線では、上述したように
表示ムラが発生することになるが、とくに画面の中央部
にある２つの領域では、分割境界の最終段にあたる表示
画面中央部に表示ムラが発生するため、表示品位が著し
く低下するという問題点があった。
【０００７】この発明は、残留電荷による表示ムラをな
くして、良好な表示品位を得ることができる平面表示装
置の駆動方法を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、請求項１の発明は、互いに交差する複数の走査線及
び複数の信号線の交点近傍にスイッチ素子を介して接続
された画素電極を含む第１基板、前記画素電極と電気的
に導通する共通電極を含む第２基板及びこれら基板間に
介在された光変調層を含む表示パネルと、一水平走査期
間内に前記複数の信号線に順次映像信号を出力する信号
線駆動回路と、一水平走査期間毎に前記走査線に前記ス
イッチ素子をオンするための走査信号を出力する走査線
駆動回路とを備えた平面表示装置の駆動方法において、
一水平走査期間内に、前記複数の信号線に順次映像信号
を出力した後に、所定の走査線に走査信号を出力するこ
とを特徴とする。
【０００９】また、好ましい態様として、前記走査線駆
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動回路から出力される走査信号の出力期間を一水平走査
期間最後の水平ブランキング期間と略等しくする。
【００１０】上記駆動方法によれば、映像信号の書き込
み期間は１段目から最終段まですべて等しくなるため、
書き込み時間の差により最終段側の表示画素に残留電荷
が発生することがなくなり、表示のムラが解消される。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、この発明に係わる平面表示
装置の駆動方法を液晶表示装置の駆動方法に適用した場
合の実施形態について説明する。
【００１２】図２は、この実施形態に係わる液晶表示装
置の回路構成図であり、とくに信号線駆動回路と表示電
極の構造を詳細に示している。なお、表示画素１１の構
造は全て同じであるため、そのうちの一つを代表して説
明する。
【００１３】表示画素部１００は、バックライトからの
光源光を用いて表示する光透過型の液晶パネルであり、
複数の表示画素１１がマトリクス状に配置されている。
それぞれの表示画素１１は、画素電極１２及び共通電極
１３と、これら電極間に保持される光変調層としての液
晶層１４とを含み、各表示画素１１への映像信号の書き
込みはスイッチ素子としてのＴＦＴ１５により制御され
ている。画素電極１２は、図示しないアレイ基板上にマ
トリクス状に形成され、この画素電極１２と電気的に導
通する共通電極１３は、図示しない対向基板上に形成さ
れている。
【００１４】各ＴＦＴ１５のソース側は信号線Ｄ１，Ｄ
２，Ｄ３，Ｄ４・・・に接続され、ドレイン側は走査線
Ｇ１・・・に接続されている。また、各ＴＦＴ１５のド
レイン側は画素電極１２に接続され、画素電極１２と共
通電極１３との間に液晶層１４を挟んで液晶容量を構成
している。この液晶容量と電気的に並列に配置された保
持容量１６は、列毎に共通に保持容量線１７に接続され
ている。また、共通電極１３は、所定のコモン電圧を供
給する図示しない共通電極駆動回路に接続されている。
【００１５】走査線駆動回路１１０は、図示しないシフ
トレジスタを含む回路で構成され、図示しない液晶コン
トローラから供給される垂直同期信号、垂直クロック信
号に基づいて、走査線Ｇ１・・・に順次ゲート信号を供
給する。ゲート信号を供給するタイミングについては後
述する。
【００１６】信号線駆動回路１２０は、シフトレジスタ
２１、アナログスイッチ群（以下、ＡＳＷ）２２を含む
回路で構成され、図示しない液晶コントローラから映像
信号とともに供給される水平同期信号、水平クロック信
号に基づいて、信号線Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４・・・に
映像信号を供給する。
【００１７】シフトレジスタ２１は、前記水平同期信号
と水平クロック信号に基づいて、ＡＳＷ２２のオン／オ
フを制御するためのＡＳＷ制御信号を順次出力する。こ
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のＡＳＷ制御信号は、シフトレジスタ２１から図示しな
いバッファ回路を通じてＡＳＷ２２のゲートに供給され
ている。一方、ＡＳＷ２２のソース側は映像信号入力線
２３に共通に接続され、ドレイン側は並列に配置された
保持容量部Ｃとともに信号線Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４・
・・に接続されている。なお、映像信号入力線２３は、
表示画素部１００の分割数などにより接続形態が異なる
ため、図２では太線により概念的な接続状態を示してい
る。
【００１８】図２において、映像信号入力線２３に供給
された映像信号は、シフトレジスタ２１からのＡＳＷ制
御信号に従って信号線Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４・・・に
出力される。この映像信号は、信号線Ｄ１，Ｄ２，Ｄ
３，Ｄ４・・・からＴＦＴ１５を通じて画素電極１２と
対向電極１３の間に信号電圧として充電され、次の水平
走査期間まで保持される。
【００１９】次に、上記のように構成された液晶表示装
置において、信号線Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４・・・に映
像信号を書き込む場合の動作について説明する。
【００２０】図１は、図２に示す駆動回路（１１０，１
２０）から供給されるゲート信号と映像信号の出力波形
図である。ここでは、一列毎に交互に黒表示（９Ｖ）と
中間調表示（７Ｖ）を行うものとし、映像信号の極性は
ｎラインが正極性、ｎ＋１ラインが負極性となるような
Ｈライン反転駆動を例に説明する。また、一点鎖線はｎ
ラインとｎ＋１ラインの時系列的なつながりを示し、Ｃ
期間は水平ブランキング期間を示している。
【００２１】まず、一水平走査期間の開始とともに、信
号線駆動回路１２０により１段（行）目の信号線から最
終段目の信号線まで映像信号（正極性）を順次書き込
む。この映像信号は保持容量部Ｃに一時的に保持され
る。映像信号の書き込みが進み、最終段目の信号線まで
終了して、水平のブランキング期間（Ｃ期間）に入った
ときに、走査線駆動回路１１０からｎラインの走査線に
ゲート信号を出力する。すると、各保持容量部Ｃに保持
されていた映像信号はＴＦＴ１５を通じて１ライン分同
時に画素電極１２に書き込まれ、ｎライン目の表示画素
１１には同時に画像が表示される。これによれば、映像
信号の書き込み期間（Ｂ期間）は１段目から最終段まで
すべて等しくなるため、書き込み時間の差により最終段
側の表示画素に残留電荷が発生することがなくなり、表
示のムラが解消される。ちなみに、ｎ＋１ラインへ負極
性の映像信号を書き込んだ場合にも同様である。したが
って、図４に示すように画面を４分割駆動した場合で
も、画面の中央部に表示ムラが発生することがなく、良
好な表示品位を得ることができる。
【００２２】上述したような映像信号やゲート信号のタ
イミングは、走査線駆動回路１１０及び信号線駆動回路
１２０へ供給する垂直／水平の同期信号やクロック信号
のデューティー比を変えることにより、任意に設定する
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ことができる。
【００２３】また、この実施形態においては、走査線駆
動回路１１０からのゲート信号の出力期間（映像信号の
書き込み期間）を水平ブランキング期間と略等しくした
が、ゲート信号の出力期間は少なくとも１表示画素への
書き込み期間があればよく、水平ブランキング期間内で
あれば必ずしも等しくなくてもよい。
【００２４】さらに、この実施形態においては、Ｈライ
ン反転駆動を例として説明したが、フレーム反転駆動、
Ｖライン反転駆動及びＨ／Ｖ反転駆動のいずれにも適用
可能であることは言うまでもない。
【００２５】
【発明の効果】以上説明したように、この発明に係わる
平面表示装置の駆動方法においては、一水平走査期間内
に複数の信号線に順次映像信号を出力し、その後、所定
の走査線に走査信号を出力するようにしたので、映像信
号の書き込み期間は１段目から最終段まですべて等しく
なる。これによれば、書き込み時間の差により最終段側
の表示画素で残留電荷が発生することがなくなるため、*
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*とくに画面を分割駆動した場合には、画面の中央部での
表示のムラが解消され、良好な表示品位を得ることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態の駆動回路から供給されるゲート信号
と映像信号の出力波形図。
【図２】実施形態に係わる液晶表示装置の回路構成図。
【図３】従来例の駆動回路から供給されるゲート信号と
映像信号の出力波形図。
【図４】画面を４分割駆動した場合の概略構成図。
【符号の説明】
１１…表示画素，１２…画素電極，１３…共通電極，１
４…液晶層
１５…ＴＦＴ（薄膜トランジスタ），２１…シフトレジ
スタ
２２…ＡＳＷ（アナログスイッチ群），１００…表示画
素部
１１０…走査線駆動回路，１２０…信号線駆動回路

【図１】 【図４】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为了防止在具有内置驱动电路的有源矩阵型液晶显示装
置中由于写入时间的差异而在最后一级侧的显示像素中产生残留电荷，
消除了显示不均，并获得了良好的显示质量。 随着一个水平扫描周期的
开始，将视频信号从第一级的信号线顺序写入最后一级的信号线，并且
完成对最后一级的信号线的写入，并且执行水平消隐。 当进入周期时，
选通信号输出到n条扫描线。
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